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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、製品開発における価値形成のプロセスについて、家電企業７社への取材を基に明らかにするこ
とを試みたものである。また価値の実現においては、顧客の便益を実現する事が重要であるとし、その便益、
なかでも数値化しにくい感覚的便益を創り出す過程を詳述し，モデル化している。
　本論文が対象とする製造業における価値向上に関する議論は、飽和した市場における極めて重要なテーマ
であると考えられる。取材したそれぞれの企業の開発の過程についても、価値形成というテーマに沿って詳
細に記述されており、一次資料としての価値も高いものと考えられる。
　しかし、いくつか指摘すべき箇所がある。まずサンプル企業についてであるが、本論文の価値形成に関す
る議論は、家電業界における数社の事例を根拠として挙げたに過ぎない。そのため、これらの概念が、製造
業全般への一般概念化が可能かどうかは議論の余地があろう。また対象とした家電製品業界内でも同じこと
が言える。取材対象は、マッサージチェア、炊飯器、音響機器といった、感覚的な製品を開発する企業であ
る。例えばテレビやパソコンなどのデジタル家電と呼ばれる製品についての価値形成プロセスは、本論文で
示した価値形成プロセスのモデルとは、異なる可能性がある。したがって、本論文が明らかにしたとされる
モデルを製造業一般へ敷延することには限界があると考えられる。今後、発見できた概念をより頑健なもの
にするためには、他の業界や製品における検証が必要となるであろう。
　また、質的研究に必然的につきまとう解釈についての課題が考えられる。質的研究は、収集したデータに
ついて、研究者自身の解釈が伴うものである。この解釈には、概念としての妥当性が求められる。例えば、
本文中で、開発者と評価者との意思疎通におけるいくつかの能力に関する指摘があった。この能力を一般化
するには、データがやや不十分な感がある。これらの妥当性をより強固なものとするためには、サンプル企
業を増やすなどが今後の検討課題であろう。
　さらに、先行研究から見た本論文の位置づけについて指摘したい。価値に関する先行研究は、戦略論やマー
ケティングなど広い範囲に及ぶためか、本論文の位置づけに関するそれらしい記述は存在するが、体系的に
網羅できていない感もある。本論文が先行研究の体系において、どの部分に位置づけされるのかをより明確
にさせるべきであろう。つまり、本論文の先行研究との比較における立脚点をより明確にし、その体系にお
ける共通の用語にて適切に論述すべきと考える。
　しかしながら、いくつかの課題はみられるものの、本論文は先行研究をふまえた独自の問題提起と、それ
に対し長期間にわたる綿密なインタビューで解を導いた価値あるものと考えられる。本論文は、日本の重要
な産業の一つである家電産業に対して、顧客価値の向上のための重要な示唆を与えるものである。本論文で
取り上げた製品開発における便益形成過程には、高度な技術が存在した。またその形成プロセスは、どれも
十年以上という持続的な再現性を持つものであった。ゆえに、価値形成というプロセスを明らかにする上で、
十分に論理の妥当性が存在すると考えられる。このような企業に取材を実施し、複数の取材した事例におけ
る共通項と、非共通項を選別し、それに対する考察を行い得られた結果は、充分な学問的新規性を持つと言
えよう。
　また、製品開発の研究は、よく成功という定義に固執しがちなテーマである。先行研究においても、その
成功の定義は多様に存在し、業界の構造や競合状況、製品の目標などで異なる。この点から研究において限
界や範囲を設定することも当然重要である。本論文は、家電製品に範囲を絞り込んでいる点から、製品開発
研究における学術的な貢献が明確となっている。本論文は、製品開発論と価値論との重複する分野で、便益
の形成といった研究のほんの一部を担ったに過ぎないが、家電業界のような飽和した市場に対する考察は、
実務的観点からも有用性があるだろう。
　以上より、博士学位申請論文審査委員会、所定の試験結果をあわせ考慮し、申請者が、関西学院大学　学
－5－
位規程　第５条第１項の規定により、博士（先端マネジメント） の学位を受けるに値するものと判断する。
